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1
0 月

1 日 は

国 勢調
査

の 日

1
0
月
1
日
、
全
S
一
斉
に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
方
が
対
象
で
す
。
調
重
の
結
果
は
、
福
祉
、
教
育
、
雇
用

な
ど
、
生
活
に
か
か
わ
る
問
題
を
考
え
る
基
礎
資
料
と
な
り

ま
す
。

9
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
届
け
し
ま
す
　
調
査
票

9
月
下
旬
か
ら
全
て
の
お
宅
に
調
査

員
が
伺
い
、
調
査
票
を
お
届
け
し
ま

す
。
憲
憂
一に
は
、
普
段
隼
加
で
い
る

方
蚩
も
れ
な
ぐ
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
調
杏
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
襲
わ

れ
る
y
と

は
あ
n
ま
せ
ん
。
プ
ラ
イ
バ

シ
1
保
護
に
は
十
分
配
慮
し
ま
す
の

で
、
あ
一リ
の
ま
恚
″記
入
し
て
ぐ
だ
さ

い
。
記
入
し
た
欟
碁
a

、
1
0月
爭
荀

に
再
度
調
査
員
が
伺
っ
た
と
き
に
お
匯

し
く
だ
さ
い
。

調
査
結
果
は

皆
さ
ん
の
生
活
改
善
に

調
査
の
結
果
咳

国
や
都
遭
府
県
、

市
区
町
村
で
こ
れ
か
ら
の
行
政
を
考
え

て
い
く
大
郛
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

李
す
。

た
・
W
B
'
人
口
は
、
都
・
区
講
会

の
議
譱
`
数
の
決
定
な
ど
に
、
地
域
別

の
人
口
は
、
防
災
計
画
・
上
下
水
道
・

ご
み
机
瑁
・
公
園
等
環
視
整
備
施
策
の

基
礎
資
料
な
ど
に
牛
が
さ
れ
李
す
。

□
人
口
は
今
年
1
2月
末
に
公
表

こ
の
集
計
結
果
は
、
今
年
1
2
月
末
ま

で
に
、
全
国
・
都
遭
府
県
・
市
区
町
村

別
の
人
口
の
瘟
謇
冨
ヂ
公
表
。
平
成

8
年
1
1
月
末
ま
で
に
人
口
に
関
す
三
嵩

本
的
な
結
果
を
お
知
ら
せ
し
、
以
後
、

各
種
集
計
が
終
わ
2
楡
発
表
し
て
い

孝
豕
す
。
問
先
u
足
立
区
国
勢
調
査

実
施
本
部
(
区
民
課
統
計
係
内
)

(
3
6
0
5
)
6
3
9
1

撮影: 元渕江公園

国勢調査とは
国の人口 や世帯の実態を明
らかにし、 各種行政施策の
基礎資料を 得る ため 、5 年
ごとにおこな われている最
も 基本的な統 計調査です

Oct ober  1st  i s Census Day

A　census　wi l l 　be　t aken　t hr oughout 　J apan　on　
Oct ober 　1.
The　r esul t s　of 　t he　census　ar e　used　f or 　pl anni ng　by　
nat i onal , 　pr ef ect ur al 　and　l ocal 　admi ni st r at i ons, 　
i ncl udi ng　wel f ar e, 　empl oyment , 　and　housi ng　
pl anni ng.

The　census　cover s　ever yone　l i vi ng　i n　J apan, 　f r om　
babi es　t o　t he　most 　seni or 　member s　of 　our 　soci et y. 　

Census　enumer at or s　wi l l 　di st r i but e　census　f or ms　t o　
ever y　househol d　i n　t he　l ast 　t en　days　of 　Sept ember . 　
Pl ease　f i l l 　i n　t he　f or m　wi t h　det ai l s　of 　ever yone　who　
nor mal l y　l i ves　t her e.

The　f or m　you　have　f i l l ed　i n　wi l l 　be　col l ect ed　by　a　
census　enumer at or .

Pl ease　gi ve　us　your 　cooper at i on　i n　maki ng　t he　
census　a　success.

<10月1 日是国勢調査 日>

10月1日 将 在全 国挙 行 国勢 調 査。国 家 、都

道 府 県、 市区 町 村的 行 政機 関将 利 用 此国 勢調

査 的 結果、 対 福 利 、雇 用 、住宅 制 定対 策。

調査的 対 象 是 从嬰 儿到 老年 人。 毎一个 在

日 本居 住的 人都 在調 査 范囲 内。

从9月下旬起、調査員将到各家分友調査表、

常住的毎- 个人都将進行調査。

填 写完 的 調査 表 将由 調 査貝 登 門収 集。

希 望 各位 能給 以 協助 。
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あり がとう
笑顔でかわす

良 い マ ナ ー
9 月 21 日 ～ 30 日 　

秋の交通安全運動

今
回
の
運
助
は
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
/
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

の
徹
底
/
若
者
に
よ
る
二
輪
車
の
交

通
事
故
防
止
に
重
点
曇
匿
い
て
い
ま

す
。7
月
末
現
在
、区
内
で
発
伍
し

た
交
通
事
諒
は
、発
生
件
数
千
7
1
5
件
　

(
昨
年
比
+
2
2
2
件
)
、死
傷
者
千
s

人
(

同
十
聊
人
)
と

、
大
嘉

罰

な

状
況
と
な
っ
て
い
零
す
。

平
成
6

年
中
寮

立
区
の
交
通
事

故
統
計
に
よ
る
と
、
二
輪
車
乗
用
中

の
事
故
が
全
死
者
2
9
人
中
1
3人
と
最

も
多
く

、
次
い
で
歩
行
中
が
I
人

、

自
転
車
乗
用
中
が
口
人
、
そ
の
他
―

人
と
な
っ
て
い
ま
す

。
そ
の
原
因
・

櫑
又
別
で

ほ
ス
ピ
ー
ド
の
皆

驫
環

ハ
ン
ド
ル

ープ
レ
ー
キ
操
作
丕

櫻
E

な
ど
の

、
基
本
的
な
安
全
意
識
の
低

い
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
欒
す
。

□
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
、

起
こ
さ
な
い
た
め
に
は

歩
行
者
は
E

交
壞
R
で
は
必
ず
止

ま
っ
て
左
右
の
確
認

自
転
車
は
…

二
人
乗
り
・
無
灯
火
・
手
放
し
は
し

な
い

二
輪
車
は
・
:
制
限
運
黶
な
ど

の
ル
ー
ル
を
守
る

四
輪
申
は
…
シ

ー
ト
ベ
ル
き

に

盜

犯

蒔

の
安
全
確
昭
、
以
上
の
こ

と
豪
心
が
け
黔
し
ょ
う

。

増
え
耨
け
る
交
通
事
故
豪
な
く
す

た
め
に
は

、
私
た
ち
一
人
ひ

と
n
か

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
レ
か

方
法
が
あ
2

疂

ん

。
皆
さ
ん
も
秋

の
交
通
安
全
運
助
を
機
会
に

、
ご
家

族
で

も
う
一
度
交
通
安
全
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い

。

(
足
立
区
、
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬

讐
県
署
)

9
月
2
2
日
か
ら

エ
コ
ー
は
が
き
を
発
売
し
ま
す

足立60景

今
年
も
「
足
立
6
0
母
ご
を
I
y
サ
イ

ン
し
た
。
エ
コ
ー
は
が
芦
を
作
成

し
ま
レ
こ
。l
鳳
晉
笳
ら
区
内
お

犇
鑄
接
区
の
郵
篤
で
発
売
し
ま

す
。
「年
芦
と
朱
書
き
し
、年
賀

状
と
し
て
も
ご
利
用
ぐ
だ
さ
い
。

価
格
H
L
枚
一句
円

遏
常
の
5
0円
官

製
は
が
萼
黔
1

円
安
で
苳

絵
柄
H
大
谷
田
公
園

問
先
H
千
住

本
庁
舎
・
広
報
課

1
8
8
2
)

―
I
L

㈹

こ
の
見
本
は
が
き
は
、校
正
紙
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
す

◎ 毎 月1 日( EXP) ・10 日 ・25 日 発 行
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東 部・西部

障害福祉総合センター
問い合 わせ 先

国 道4 号 線( 日 光街 道) の 東 側 お よ び千
住 地 区 の 方 は …
東 部 障 害 福 祉 総 合 セ ン タ ー

5682- 5370

国 道4 号 線 の 西側 お よび 小 台 ・ 新田 ・ 宮
城 地 区 の 方 は …
西 部 障 害 福 祉 総 合 セ ン タ ー

3853 一 〇632
※ 送 迎 パ ス も利 用 で きま す。 ご 相 談 くだ
さ い

障
害
に
関
す
る

専
門
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

理
学
犀
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言

語
療
法
士
、
看
護
婦
等
の
ス
タ
ッ
フ

が
、
障
害
に
か
か
わ
る
様
々
な
問
題

に
つ
い
て
相
譽
萋
吁
、
指
導
、
訓

練
、
専
門
機
関
の
紹
介
な
ど
奮
行
っ

て
い
彖
す
。

□
リ
ハ
ビ
リ
専
門
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
訶
な
ど
で
身

体
が
不
自
由
に
な
っ
た
方
の
リ『

ビ

リ
訓
練
に
つ
い
て

□
言
語
訓
練
相
談

脳
卒
中
、
事
故
、
難
訶
な
と
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
づ
ら
い

方
の
言
葉
の
訓
練
に
つ
い
て

□
補
装
具
相
談

短
下
肢
装
具
、
恙
足
、
義
手
、
つ

え
や
車
い
す
な
ど
の
製
作
、
修
理
等

や
福
祉
機
器
に
つ
い
て

□
自
助
具
相
談

調
理
、更
衣
、入
浴
、排
せ
つ
励

作
な
″
籌
行
い
や
す
く
宮
?
5
な

道
具
の
紹
介
や
製
作
に
つ
い
て

□
生
活
相
談

住
宅
、
進
路
、
就
労
な
ど
の
相
談

や
福
祉
制
度
の
活
用
に
つ
い
て

□
健
康
相
談

障
害
者
の
健
康
保
持
、
増
進
に
つ

い
てこ

の
ほ
か
、
個
人
の
状
態
に
応
じ

た
リ
(
ビ
ひ
訓
練
壑
行
つ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
通
所
訓
練
に
つ
い
て
の
相
談

も
随
時
呀
け
衍
け
て
い
ホ
す
。

ご 注 意

高
齢
者
を
相
手
に
…

福
祉
事
務
所
や
区
の
職
員
を
名
の
っ
た

詐
欺
・
窃
盗
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す

最
近
、
福
祉
事
務
所
や
区
役
所
の

職
員
と

偈
ひ
、
家
の
中
に
卜
が
り
込

ん
で
お
余
を
盗
ん
だ
り
、

「
高
齢
者
手
竰

髻

瓸
さ
れ
る

ぷ
つ

に
な
っ
か

「
牛
活

保
護
が
切
れ
る
の
で
継
続
の

手
簪

忝

必
要
に
な
っ
た
」

な
X
l
A
J
^
O
'

そ
の
手
続
き
の
代
行

料
、
チ
甄
料
が
必
要
だ
と
言
い
、
お

金
鷽
蛋
C

取
る
事
件
が
発
生
し
て

い
‘一子
。
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。

※
区
役
所
の
器
具
は
、
写
真
の
ば
っ

て
あ
る
身
分
苳
螽
一
っ
て
い
求
f
'。

不
審
な
場
合
は
身
分
証
の
提
示
を
求

め
て
く
だ
さ
い

選
挙
豆
知
識

公
営
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

区
内
に
は
型
餅
の
公
営
ポ
ス
タ

ー
掲
示
場
が
あ
り
ま
す
。こ
の
数

は
、
法
律
に
よ
り
、
各
投
票
区
の
有

権
者
数
や
面
堵
な
ど
で
決
め
ら
れ
て

い
衆
す
。
7
5の
投
票
区
が
あ
る
足
立

区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
票
区
に
7
L
I

カ
所
の
慢
l

霎

、
人
通
n
な

ど
の
立
地
条
件
等
を
で
霤
呉
胼
考

慮
し
て
設
置
し
て
い
毒
す
。

耨
髟
一に
張
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー

の
位
置
が
、
葦
吊
町
村
で
異
な
っ

て
い
る
の
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
管

理
委
員
会
が
、
く
じ
で
撈
示
板
の
番

号
の
位
置
を
決
め
て
い
る
か
ら
で

す
。
ポ
ス
タ
ー
は
、
告
示
日
に
候
補

者
が
立
候
補
届
け
を
レ
之
番
号
と
同

じ
場
所
に
瑪石
9

ヂ

。

一
人
の
候
補
者
が
使
用
で
喪
る
区

画
は
縦
・
横
4
2
c
m
と
定
め
ら
れ
て
い

嫐
す
。7
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
で

は
、7
6人
の
候
補
者
貉
覃
痼
(
実

際
の
立
候
補
は
罕
(
)
し
て
、
耨
示

場
奮
酖
置
。
撈
示
板
の
霤
居
は
、

横
7
。4
m
(
1
9

区
画
)
、
縦
1
.
8
m
(
4区

脛

に
も
な
ひ
黔
し
た
。
宰
顫
に
ポ

ス
タ
ー
か
耋
つ
た
候
補
者
は
、
全
体

圭

た
の
で
、

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
ご
批
鄂
も

あ
り
F
‥だ
。
し
か
し
、
現
在
の
法

律
で
啄
、
候
補
者
の
数
に
ほ
用
意

せ
ざ
る
奮
蒔
な
い
の
が
実
情
で
す
。

八遺
鴬
會
獨
萎
据
6
-

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

世
論
調
査

9
月
2
5
日～
1
0
月
7
日

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
区

政
に
牛
が
す
た
め
に
、
毎
年
「
足
立
区

政
に
関
す
る
世
論
調
彦

査
行
つ
て
い

零
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
都
市
の

自
然
、
水
と
緑
に
関
t
盒
跟

調
漸

と
「
防
災
に
つ
い
て
」
で
す
。
調
青
ば

区
が
委
託
レ
た
調
査
会
社
の
専
門
調
査

員
が
お
宅
を
訪
問
し
、
聞
き
取
り
で
行

い
ホ
す
。
結
果
は
範
計
的
に
数
字
で
処

稈
望
手
の
で
、
個
人
の
名
前
が
出
る

こ
と
は
あ
n
ま
せ
ん
。
ご
協
力
夲
お
願

い
し
祟
す
。

期
間
日
9
月
2
5日
～
1
0

月
7
日

対
象
卜
住
民
基
本
台
蝪
が
ら

無
作
為
に
選
ん
氾
知
晟
以
上
鬩
漣
夫
幽
9

誂
羃
丁
(
問
先
卜
千
慘
斧
舎
・

広
聴
相
談
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1工
㈹

紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ
ス
ト
等
を

工
事
の
た
め
撤
去
し
ま
す

足
立
老
人
ホ
ー
ム

□
足
立
老
人
ホ
ー
ム
(
花
畑
4
-
3
9
-
1
0
)

紙
パ
ッ
ク
回
収
ボ
ス
匕
緬
用
済
み

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
工
事
の
た

め
、当
分
の
間
撤
去
し
祟
す
。今
後
は
、

近
ぐ
の
花
畑
靨
韭

園
桜
花
亭
(
花
畑
4
-
4
0
-
1
)

竃
に
I利
用
ぐ
だ
さ
い
。

※
新
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
(
新

田
1
-
1
4
-
g

紙
パ
ッ
ク
回
収
ポ

ス
ト
を
撒
呑
¥
r

だ

。
今
後
は
、
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
聊
と
し
て
コ
ン

テ
ナ
孛
(
口
に
扨
置
し
豕
す
。
お
持
ち

い
た
だ
い
た
紙
パ
ッ
ク
は
こ
の
コ
ン
テ

ナ
に
入
れ
て
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、
修
用

済
み
乾
電
池
に
つ
い
刄

誣
来
通
艮
回

収
し
祟
す
。

問
先
卜
中
央
本
町
庁
舎
・
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
課

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
6

区

議

会

第
3
回
定
例
会

次
の
と
お
り
、
区
議
会
第
1

回
定

例
会
が
閲
全

汎

毒
す
。
本
会
議
お

よ
び
委
員
会
(

議
会
運
営
委
員
会
・

決
算
特
別
委
員
会
奮
陬
ぐ
)

は
傍
聴

で
罌

ヂ

。
な
返

籠

に
制
限
が
あ

り
ま
す
の
で

、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
ぐ
だ
さ
い

。

□
本

会
議
　

日

時
=
o
>
t
n
2
;
9・2
0・
2
1

・
2
6日

、W

品

苣

、
い
ず
れ
も

午
後
L

時
か
ら

□
委
員
会
　
日
時
=
総
務
委
員
会
…

9
月
2
2
日
、
午
前
1
0
時
/
厚
生
香
貫

命
…
9
月
2
5
日
、
午
前
1
0
時
/
区
民

香
具
会
…
9
月
2
5
日
、
午
後
L
時
3
0

分
/

襲

霽

貴
会
…
l
弓
7

ヨ

、
午

後
1
時
駒
分
/
都
市
環
境
委
員
会
…

1
0
月
9
日
、
午
前
1
0
陬
/
文
教
委
員

会
…
D
弓
1
甘
、
午
前
1
0
陬
/
交
通

機
関
膜
駈
対
策
特
別
委
員
会
…
1
0
月

1
2
日
、
午
前
1
0
陬
/
本
庁
舍
跡
利
用

建
設
計
画
調
査
特
別
委
員
会
…
1
0
月

1
3
m
、午
前
1
0
陬
/
行
財
歡
吹
善
調

杏
1
$
別
署
貝
4
一
…
匐
俣
捏
、
午
後

L
時
3
0
分
/
軣
蓮
営
香
員
会
…
9

月
2
6
日
・
1
0
月
1
7
日
、
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
/
決
算
特
別
委
員
会
…
9
月

2
8・
2
9日

、
1
0
月
2

・
3

・
5

・
6

日

、
い
ず
れ

も
午
前
1
0
時
か
ら

問

先
■

に
宦

兪
&

・
区
議
会
事
務
局

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

ひ
ろ
ば

【投
稿
規
程
】サ
ー
ク
ル
情
報
、

催
し
煢
き
の
案
内
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
/
営
利
こ
霰

・
政
治
目

的
り
も
の
、
会
費
が
月
額
4
千
円

奮
9

殳
も
の
、
投
稿
内
容
が
不

蠏
な
も
の
ほ
掲
載
で
孝
ま
せ
ん
/

1
団
体
F
事
業
/
l
刀
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
ま
と

め
、住
所
、氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(
入
会
金
、
月
額
、
使
途

な
ど
)
盍
罰
U

て
、
郵
送
婁
ほ
持
参
/
採
否
は
連
絡
」薫
廿
ん
/
掲

軼
後
の
貢
釼
簧
い
ま
裝
加
/
サ
ー
ク
ル
募
悉
筅
釐
順
/
催
し
物
の
締

め
仞
口
ほ

、
§
忖
日
の
L
ヵ
月
前

投
稿
・
問
先
卜
千
住
本
庁
舎
・
広
報

課

―
t
1
2
0

千
住
F
-
4
-
1
8

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

催
し
物

☆
第
2
回
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
(

障
害
者
と
共
に
歩
む
・
葦
の
会
)
　
9

月
習

ご
土
)
、午
後
7
時
～
9

時
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
/
障
害
の
あ

る
青
年
た
ち
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
講

演

寝
回
家
・
里
中
満
智
子
氏
)
/

大
人
千
円
、
子
供
5
0
0
円
/
中
井

(
3
8
5
7
)
1
9

☆
バ
ザ
ー
(
足
立
区
肢
体
不
自
由
児

者
父
母
の
会
)
　
旬
月
1
日
亘

、

午
前
1
0時
～
午
後
2
時
/
竹
の
獵
セ

ン
タ
ー
/
日
用
雑
貨
の
寄
付
品
夲
お

願
い
し
季
冫
豊
住

(
3
8
8
2
)
3
4
4
0

☆
み
ん
な
集
ま
れ
、
わ
ん
ぱ
く
広
場
(

足
立
に
プ
レ
ー
パ
ー
ク
を
つ
く
る

会
)
　
一
月
2
3日
税
)
・
貨
2
9
日

亘

、
午
前
1
0時
～
午
後
3
時
/

五
反
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
/
木
工

作
、
大
シ
ャ
ボ
ン
玉
、
妲
之
居

ほ

か
/
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
中
/
山

根

視
問
)

(
3
8
R
旦
7
3
6
8

募
集

☆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
ふ
れ
ん

ど
　
月
3
回
(
不
定
期
)
/
青
年
セ

ン
タ
ー
/
入
会
金
2
千
円
、
月
額
1

千
円
/
山
崎

夜
間
)

(
3
8
6
0
)
7
3
3
0

☆
ヨ
ー
ガ
(
ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
)

毎
週
金
曜
日
、
午
前
1
0時
～
午
後
0

時
巧
が
/
青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入

会
金
千
円
、
月
額
1
千
円
/
ど
な
た

で
も
/
藤
ノ
木

(
3
8
4
0
)
4
8
8
6

☆
江
北
五
色
桜
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
会

月
4
回
土
曜
日
、
午
後
7
時
―
C
O時

卸
が
/
江
北
小
学
校
/
上
履
き
使
用
/

月
額
千
円
/
島
村
(
夜
間
)

(
3
8
9
8
)
7
3
5
7

☆
朝
の
健
康
講
座
「
朝
の
集
い
」

毎
日
、午
前
i
時
I
6
時
/
日
光
街

道
沿
い
(
保
木
間
三
丁
目
付
近
)
/

入
会
湎
円
、月
額
3
0
0
円
/
岡
田
`

(
3
8
6
0
)
4
8
1
1

☆
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
と
健
康
体

操
　
毎
週
木
曜
日
、
午
後
6
時
4
0
分

廴
&
恥
分
/
第
十
五
中
学
校
/
直

摎
胥
館
へ
ご
つ
ぞ
/
月
額
千
円
/

高
橋
(
夜
間
)

(
3
8
8
2
)
4
3
7
7

☆
混
声
合
唱
団
「
光
」
　
毎
週
日
曜

日
、
午
後
互
嘔
芬
卜
1
時
/
竹
の

權
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
年
額
1
千
円

(ボ
イ
ス
ート
レ
ー
ニ
ン
グ
は
実

費
)
/
笠
井

(
5
6
↑
6
)
4
7
8
5

☆
気
功
の
会
　
月
3
回
水
曜
日
、
午

後
1
時
節
分
～
3
時
3
0分
/
常
東
地

域
集
会
所
/
月
額
2
千
円
/
二
瓶

(
3
8
R
x乙
)
5
0
2
3

☆
中
国
語
会
話
　
痘
凋
溢

日
、
午

梭
7
時
～
1
時
/
北
千
住
駅
付
近
/

小
人
数
グ
ル
ー
プ
で
初
・
中
級
/
入

会
金
千
円
、
月
額
1
千
円
/
前
沢

(
3
8
8
1
)
3
8
1
4

☆
江
北
な
か
よ
し
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク

ラ
ブ
　
月
3
回
土
曜
日
、
午
後
3
時

叩
分
卜
ぞ
時
迴
冫
江
北
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円
、
月
額
千
瞋
円
/
白

根

　
(
3
8
9
9
)
9
2
1
2

☆
硬
式
テ
ニ
ス
　
毎
週
日
曜
日
、午

前
7
`
7
9
時
/
平
野
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
ほ
か
/
中
高
年
の
万
歓
迎
/
月
額
2

千
円
/
松
木

(
3
8
4
'‥
)
)
5
7
5
1

☆
テ
ニ
ス
同
好
会
　
日
曜
日
/
区
内

コ
ー
ト
/
月
額
2
千
円
/
吉
羽

(
3
Q
5
7
)
7
7
1
4

☆
社
交
ダ
ン
ス
(
若
葉
会
)
　
月
4

回
土
曜
日
、
午
後
7
時
～
1
時
/
梅

島
小
学
校
/
入
会
罕
円
、
月
額
2

千
円
/
猪
口

(
3
8
8
0
)
2
5
8
1

☆
花
畑
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

毎
週
土
曜
日
、
午
後
l
堽
芬
F
6

時
/
花
畑
団
地
西
集
会
所
/
経
験
者

歓
迎
/
u
月
2
6日
定
期
演
奏
会
/
月

鄂
系
由
ノ
角
田

(
3
8
5
9
)
0
8
2
5

☆
合
唱
団
(
コ
ー
ル
た
ん
ぽ
ぽ
)

毎
月
第
2
・
1

限
日
、
午
後
L
時

匐
分
～
3
時
3
0分
/
日
の
出
町
付
近
/

月
額
2
千
円
/
早
川

(
3
8
(
8
)
)
0
2
2
0

☆
女
声
コ
ー
ラ
ス
　
毎
週
水
曜
日
、

午
後
7
時
～
1
時
/
千
寿
第
四
小
学

校
/
月
額
1
千
円
/
原
田

(
3
8
8
2
)
6
9
8
6

☆
民
謡
同
好
会
　
月
3
回
月
曜
日
、

午
後
ヱ
・
7
9
時
/
小
菅
一
丁
目
付

近
/
唄
、
三
味
線
/
初
心
者
歓
迎
/

入
会
夸
羊
円
、
月
額
4
千
円
/
佐

藤

夭
峯
方
)

(
3
R
5
2
)
1
3
0
6

☆
ひ
ま
わ
り
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
　
月
4

回
月
曜
日
、
午
前一…蒔
1
1
1
時
3
0分
/

保
筱
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、
月
額
1
千
円
/
猪
原

(
5
2
4
2
)
7
0
1
0
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保

健

ガ
イ

ド

小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
(
ポ
リ
オ
)

予
防
接
種
の
ご
案
内

日
時
・
場
所
卜
表
1

対
象
=
"
>
R月

～
ヱ
腎
湎
月
未
満
の
幼
児

※
1
・
2

回
目
新
規
対
象
者
に
は
一
月
末
に
通

知
奮
霑
U

ホ
す
。
新
規
対
象
者
以
外

で
今
回
接
撃
夊
芳
は
、
亊
前
に
保
健

所
ま
た
は
保
醺
稻
談
所
で
Z
蕈
を
受

け
取
っ
て
ぐ
だ
さ
い
(
予
防
接
種
法
が

変
わ
っ
た
た
め
、
昨
年
ま
で
の
予
珍
票

は
使
え
ま
せ
ん
。
今
年
の
譽
、
送
付
し

た
1
枚
複
写
の
も
の
は
使
え
ま
す
)
。

接
種
当
日
は
、
説
明
挙
髦
`
ぐ
蔚
蔦
だ

後
予
診
票
に
配
入
し
、
母
子
乖
嘸
、
体

淵
計
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

問
先
=
各

保
健
所
・
保
健
相
談
所

爰
2
)
、
ま

た
ほ
千
住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
)
1
1
L

㈹

表1　10 月の小児マヒ生ワクチン接種会場

※ 時間はいずれも、午後1 時45分～2 時45分

が
ん
検
診
と
成
人
健
康
診
査
(
無
料
で
す
)

□
消
化
器
が
ん
検
診

冐
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
で

す
。

対
象
莪
珱
以
上
の
区
民

期

限
莪
…耳
に
受
診
&
裲
習
す
名
勇
ほ
j

鳳
官
　

※
胃
を
切
除
レ
た
方
、
胃
の

病
気
で
治
家
中
の
方
、
妊
娠
し
て
い
る

と
尽
わ
れ
る
方
は
受
診
で
孝
ま
せ
ん

□
女
性
の
が
ん
検
診

乳
が
ん
、
子
厩
か
ん
の
早
期
発
見
に

役
立
ち
ま
す
。

対
象
H
3
0歳
以
上
の

女
件
区
民

場
所
日
区
内
実
施
医
療
機

関

受
診
日
卜
受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
受
診
医
療
機
関
と
相
談
り
上
受
診

□
成
人
健
康
診
査

血
液
、
尿
、
必
要
に
5
じ
て
心
電
図

の
検
査
な
y
洫
行
い
、
心
臓
、
肝
臓
、

じ
ん
臓
の
訶
気
や
鱗
尿
鍔
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
等
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
。
内

容
の
芫
與
」
£
#
=

4
0
歳
以
上
6
4
歳
(
昭
和
5
年
t
月
1
日

以
降
牛
汞
れ
)
ま
で
の
区
民

場
所
=

区
内
実
施
医
療
機
関

い
ず
れ
も

一
年
中
い
つ
で
も
申
し
込
ぢ
にと
が

で
奮
チ
の
で
、
ご
四
分
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
て
ぐ
だ
さ
い
。

申
込
卜

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
性
別
、
電
話
番
号
、
検
診

名
を
明
記
。
受
診
参
彙
内
を
お
送
ひ

し
l
す

※
消
化
駻
が
ん
検
診
は
、
表

3
の
E
程
か
ら
検
診
E
、
場
所
(
第
―

希
望
ま
で
)
も
明
記

申
・
問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
保
健
予
防
係

〒
1
2
0
千
住
1
1
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
L

㈹

痴
呆
講
演
会

「
ぼ
け
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に
」

症
状
(
始
軣
¥
と
進
み
万
)
と
治

療
な
ど
、
役
に
立
つ
話
が
い
っ
ぱ
い
。

介
護
経
験
の
あ
る
方
、関
心
の
あ
る
方
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
本

人
同
伴
可
(
予
約
時
に
お
知
ら
せ
ぐ
だ

さ
い
)

日
時
=
一
月
2
7旦

水
)
、
午

後
L
耿
罕
3

時
3
0分

費
用
H
無
料

申
込
川
電
話

場
・
申
・
問
先
日
江
北

保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

表2　 各保健所・保健相談所

表3　 消化器がん検診

ねたきりに
させない
まちづくり

高
齢
者
と
と
も
に
譽
孕
豪
ち
づ
ぐ

り
に
つ
い
て
一
緒
に
考
凡
て
み
ま
f
ん

か
。
日
時
等
卜
表
4
　
場
所
卜
足
立

保
健
所
定
s
=
4
0
人
(
先
着
順
)

費
用
卜
無
料

申
込
H
電
話

申
・
問

先
日
足
立
保
健
所

(
3
a
p
む
)
4
1
5
1

表4　 ねたきりにさせないまちづくり

いずれも時間は午後1 時30分 から4 時

〈
第
1
1回
〉

神
経
難
病
の
検
診
と
相
談

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
病
、首
蘢
小
脳

変
性
屁
、奩
詮
笹
き
髄
硬
化
E
、進

行
性
筋
委
縮
屁
、筋
無
力
廓
な
ど
、神

経
難
病
の
方
や
、あ
る
い
は
こ
れ
ら
の

疾
訶
の
疑
い
の
ゐ
る
方
を
対
象
に
、専

門
医
が
診
豕
と
粕
談
受
付
い
ま
す
。た

ぢ
ほ
、身
体
の
し
び
れ
、脱
力
、痛

み
、首
や
手
足
の
ふ
る
y
へ
言
語
や
視

力
の
障
亊
な
ど
目
覚
症
状
の
あ
る
方
な

ど
で
す
。
た
だ
し
、
脳
卒
中
後
遺
症
の

方
晤
買
乖
す
。
保
健
相
跛
E
仔
い
ま

す
。

日
時
日
1
0月
2
2日
亘

、
午
前

1
時
～
午
後
U
時

場
所
H
足
立
保
健

所

定
員
H
5
0人

祕
邏
)
S

用
卜

無
料

申
込
H
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、一
話
番
号
、
症
状
、

「
雛
病
検
診
』
希
望
と
明
記

期
限
=
1
0

月
2
日
必
着

主
催
=
足
立
区
医

師
会
、
東
齋
返
杆
性
筋
萎
縮
症
協
会

申
・
問
先
口
足
立
区
医
師
会

〒
1
2
0
千

住
仲
町
1
4
-
4
　

1
8
8
1
)
9
8
6
1

千
住
本
庁
舎
・
地
域
保
健
計
画
推
進

(
3
8
8
2
)
1
1

㈹

食
欲
の
秋
到
来
、先
手
必
勝
―

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
の

食
事
と
運
動

日
時
日
9
月
2
0・
2
7
R
、
午
後
F
時
3
0

分
I
3
時
3
0分
(
2
日
制
)

定
員
H
2
5

人
(
先
着
順
)
S

用
=
無
料

申

込
卜
電
話

申
・
問
先
卜
足
立
保
健
所

　
莟
Q
y、5
)
4
1
5
1

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

パ
ネ
ル
展
示
や
計
測
、
健
康
相
談
、
血

液
・
尿
検
査
等
を
打
い
ホ
す
。

日
時

卜
9
月
2
5
E
(月
)
、
午
後
L
時
A

時

(相
談
等
の
鴬
ほ
午
後
1
時
3
0分
ま

で
)

場
所
卜
西
新
井
本
町
住
区
セ
ン

タ
ー

費
用
=
無
料

申
込
=
1

接
会
場
へ

問
先
=
江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

成
人
病
は
習
慣
謌
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
食
事
や
連
動
、
休
孳
な
ど
、a
-

か
わ
Q

か
あ
ひ
豕
す
。
健
康
診
査
で
身
体

の
状
鮨
蒭
チ
ェ
ッ
ク
し
、
忠
砺
習
慣

奮
収
善
す
る
こ
と
が
泯
人
病
予
防
の

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

□
儼
廉
診
―
を
効
果
的
に
受
け
る
た

め
の
5
つ
の
ポ
イ
ン
ト

l
T
回
は
必
ず
受
け
る
…
去
年
は

異
常
が
冫
か
っ
た
の
で
今
年
は
鷽
け

な
い
と
い
う
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
2
年
も
放
っ
て
お
ぐ
と
、軻
気
は

知
ら
な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
ホ
す
。
e

検
査
の
メ
ニ
ュ
ー
と
目
的
を
よ
く
知

る
…
何
の
榱
蒼
を
受
ぴ
た
り
か
、
そ
の

検
査
で
何
が
E

冨

り
か
を
艮
く
理
解

し
て
、
自
分
の
儺
蹶
つ
く
り
に
年
が
し

ホ
C
よ
う
。

③
検
査
は
で
き
る
だ
け
同
じ
と
こ
ろ
で

・
:
検
荅
稿
関
が
讐
と
、
検
査
項
目
や

検
査
万
法
が
異
な
ひ
、
前
の
検
査
結
果

と
比
較
で
鴦
?
な
兪
に
戸
が
あ
n
i

す
。
蓄
R

腿
母
年
同
じ
とご
ろ
で
受

け
詆
し
ょ
う
。

④
精
密
検
査
を
こ
わ
が
ら
な
い
…
診
査

を
受
け
た
あ
と

、
精
密
検
査
を
鷽
け

る
ぶ
つ
に
す
す
め
β
れ
る
こ
と
が
あ
2

チ

。
精
密
検
査
で
異
常
が
発
見

さ
れ
る
こ
と
は
々
な

ぐ
、
疑
い
を
晴

ら
す
た
め
に
行
う
こ
と
が
多
い
の

で

、
こ
わ
が
ら
ず
に
積
極
的
に
鷽
け

ま
し
よ
う

。

⑤
健
康
診
査
の
結
果
は
保
存
し
て
お

く
…
検
査
結
果
や
圧
意
事
項
碚
(
切

に
保
管
し
て
お
き
詆
し

よ
う

。
異
常

の
な
い
場
合
で
も
、
健
康
状
態
の
勳

き
を
知
る
た
め
に
大
切
で

す

。
ま

た

、
自
分
で

体
重
や
血
圧
を
足
期
的

に
測
口
髻

堅
気
轡

慣
を
つ
け
る
の

も
艮
い
こ
と
で
す
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
…
⑫

「
朗
禰
的
善
葡
溺
涵
s
猾
し
部
落

民
の
目
発
的
運
動
を
起
じ
」
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
各
地
で
大
孝
次
反

■
重
寡

、
連
動
に
は
ず
み
を
つ
け

声
レ
た
。

そ
し
て
、
本
格
的
な
解
放
運
動
と

も
い
え
る
全
国
水
平
社
創
立
へ
梟

開
し
て
い
孝
豕
す
。

大
正
1
1年
1
月
3
日
、
京
都
の
岡

崎
公
会
堂
で
、
全
国
水
平
杠
創
立
大

僉
が
開
か
れ
ま
レ
た
。

大
会
の
枋
刀
地
区
で
あ
る
京
都
、

大
阪
、奈
艮
、和
歌
山
、滋
賀
、三
重
、

兵
庫
の
各
府
県
を
は
じ
め
、
東
は
東

京
、
埼
玉
、
静
岡
、
長
野
、
酉
か
ら
は

島
根
、
岡
山
、
福
岡
、
大
分
な
ど
、
全

国
か
ら
約
1
千
名
の
人
ぴ
と
が
集
ま

り
、
同
和
問
題
の
解
決
に
、
歴
中
酌
な

第
一
歩
粐
じ
る
さ
れ
声
レ
た
。

会
場
に
は
、
癬
敢
、団
結
、自
由
J

な
ど
と
大
一
さ
れ
た
幕
が
ひ
る
が
え

り
、
自
ら
の
力
で
人
間
と
し
て
の
自
由

と
平
等
を
か
ち
と
る
?

じ
夲
人
び
と

が
こ
の
創
立
大
会
に
集
ま
っ
た
の
で

す
。全

国
水
平
籵
薊
立
大
会
で
は
、
人
権

宣
瞽
も
い
う
べ
き
水
平
社
創
立
宣
言

が
胱
み
あ
げ
ら
れ
ま
レ
だ
。

こ
の
格
調
高
い
創
立
宣
譽
a

、

奈
良
県
柏
原
の
豐

分
吉
氏
に
よ
つ

刄
蜑
さ
れ
た
も
の
で
す
。

令
国
に
敵
在
t
咼
和
地
区
の
人

ぴ
と
が
陥
禀
じ
か
諤
瓦
ほ
a
ら
な

こ
と
を
瞻
く
訴
え
て
お
り
、
最
後
は

有
名
な
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間

に
光
あ
れ
」
で
結
ん
で
い
欒
す
。

こ
の
大
会
を
契
機
に
、
身
分
的
差

別
の
微
摩
ぺ

す
べ
て
の
人
間
が
平

等
に
夛
子

社
会
を
め
ざ
し
た
水
平

遅
勣
が
全
田
に
広
が
っ
て
い
堂
c

た
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当

へ

。
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住み慣れたまち で

安 心で き る 生 活 を
た と え 病 気 に なっ ても で き る だ け住 み慣 れた 自 宅

で 家 族 と とも に 暮ら し た い 。 ま た 、 寝 たき り に な ら

な い で 、 で き る だ け自 立 し た 生 活 を 送り た い 。 そ う

い っ た 声 に こ た え て 、区 で は 訪 問 番 護 ス テー ショ ン

と 老 人 保 健 施 設 の 整 備を 進 め て い ま す 。平 成12 年 ま

で に 、 訪 問 番 護 ス テ ーシ ョ ン を13ヵ 所 、老 人 保 健 施

設 は500 床 を 目 標 と し て い ま す。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

あ
な
た
の
ま
ち
の
看
護
婦
さ
ん

肋
間

番
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

、
か

か
ひ
つ
け
の
妻

回
医
の
捐
示
に
よ
り

、

番
護
婦
が
自
家
で

家
声

レ
て
い
る
万
を

翦
U

刄

軻
状
の
観
桑

、
床
ず

れ
の

予
吻
鞏

両

で

、
リ
(

ド
汀
笋
I

シ
ョ

ン
ー

い
本

す

高
齢
者
の
方
だ
け
で

な
く
、
年

齢
に
制
限
な
ぐ
自
嗅

粂

養
U

て
い
る
難
訶
や
障
害
者
の
万
も

利
用
で
齊
汞
す
。

申
込
=

廈
I

テ

シ
ョ
ン
ヘ
。
な
お
こ

湎

篋
の

文
一
(

翦

警

護
指
示
轡

が
i
E

な
n
汞

す

費
用
=

▽

1

回
に
つ

煮
励

肖

マ
そ
の
ほ
か
9

ほ

各
種
保

険
―

い

※
た
だ

し
、
長
時
間
貴
顕
や
夜
間
・
休
日

な
ど

は
別
科
余
呉

咨

季
'
。
各
肋
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
問
い
龠
わ
苛
ぐ
だ

さ
い

自 転車 に の っ て

看 護婦 さ ん が 訪
問 し ま す

自
宅
で
療
養
し
て

い
る
方
の
看
護
や

介
護
を
行
い
ま
す

老
人
保
健
施
設

い
よ
い
よ
足
立
区
に
も

オ
ー
プ
ン

櫪

翆
l

去
が
、
鍔
状
は
安
定
し
て
叭
寝
た

霤
リ

な
ど
で
、
ま

だ
自
宅
に
帰
っ
て

怎
砺
で

″卮

い
塀
騅

丶

従
来
の
蒿
設
や
医
療

奮
艾

両

院
、
牛
悪
T
{

導

″
じ

ア
め

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
腿

匹
χ

れ

が
困
難
な
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
自
宅
顰
養
中
に
野
耨
で
猥
た
齊
り

に
な
っ
た
ひ
、
看
護
や
介
跚
が
必
旻
に

な
っ
て
し
老
コ
場
台
も
あ
Q
豕
歹
。
老
-

―
-

だ
の
に
、
-

い
か
、
一
時
的
g
A

所
し
て
リ
ハ
ド
叮

テ
ー
シ
ョ
ン
や
看
護
を
中
小
戸
記

直

輦
ケ
ア
と

食
事
・
入
澣
な

ど
の
吁
常
生

活
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

施
設
で

す
。参

(
保
健
廊
阿
啄
、
高
恥
者
の
自
宅

で

の
仭
吊
を
支
恨
し
、
ゑ

豪

庭
復
帰

営

吊
r

冽

な
の
で

、
入
所
朋
間
は

約
冫
召

律

罸

泌
'
じ

て
い

李
歹
。
こ

の
よ
う
g
A

所
期
間
夲
吸

っ
て
い
る
n

が
、
入
甄

蘂

奮
7

両

院
や
、
長
期

入
所
が
で

霤
、
覃
豕

こ
同
じ
役
刪
夸

ず

る
蒔
如
戛
顕
孝
人
ホ
1

」
夕

ほ
興
な
り

富

歹
。

申
込
=

底

罷

設
へ

費
用
=

自
§

桾

額
は
L

召

冢

ぷ

表
閃

※
た
摎
し
、
佃
蜃
や
2
人
部
屋
の
場
合
-

着
々
と
健
設
中
の
老
人
保
健
施
設

現在 の整 備状 況
老 人 保健 施設

※ 2 ・3 は訪問 看 護ス テー ショ ン併 設

訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン

※ 9 は 平成7 年12月 開 設予定

訪問 看 護 ステ ーショ ン と老 人

保 健施 設に 関 する お問 い合 わ
せ は衛 生部 計 画調 整担 当ヘ

3882- 1111㈹

あだち公園物語

9 都立東綾瀬公園

( 綾 瀬 三 丁目 ～ 谷中 一 丁目)

ぐ
る
り
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
?
U
「

の

茉
¥

弯
4
鑰

を
し
た
、
広
I
い
東

績
膕
公
園
。
亰
濔
れ
具

範

に‥
込
む
深

い
木
立
9
1

寡

く
と
、
緑
の
蓊

や
か

な
薫
簒

篦

ぶ
よ
い
家
罵

さ
ら

委
9
こ
謦
9

眷

世

島

汞

路
に
そ
っ

ア
歩
い
了

甃

と

、
9

剱

黔
休
E

の

言

巻

芦
‥
糾
の

に
ビ
ッ
タ
り
4
鍮

段

が
い
っ
ぱ
い
。

ま

ず
は

、
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
″
鹵
疋

】汗
を
か
い
た
ら
、
畆
昨
6

い
池
の
ぬ
7

豕
や
刄
T

つ
渺
然
と

休

貅
¥

ぶ

ゑ
l

い
い
で
y

司

子
ど

も
た
澂
i

ぷ
I
眺
ゾ
ー
ン
に
呵

大

人
叭
ぢ

ょ
っ
と
チ
ャ
じ

ジ
し
て
み

ぷ
I

冫

。に

。
汞

死
i

遒

矼

篥

し

め
る
じ
や
ぷ
じ
ゃ
ぷ
池

。
い
つ
ま
で

も
ゆ
っ
く
p

‥
)て
い
た
い
な

と
思
っ

て
い
た
ら
ゐ
つ
と
い
う
間
に
夕
暮
れ

戸
甦

陛

っ
て
・・
・
。
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産業 まつり 10月14 ・15 日 開 催
区 内 意業 の 優 れた 技 術 と 纛お嘔、カ ン パ

リを ご 覧く だ さ 叺 日 時=10 月14 日…
午 前n 恥 ～T 悛5 時 、15 日 … 午 前1〔爵 ～
午後5 時 毎 所 北 千 住駅 西 口 商店 錙魴
車場 、。x畆 女 番裏 〕 内 容= 区 内 企 業・産
業製 品 の 展示 、 物 産販 売 。 バづ ン 零

税 申 告 パ ソ コ ン・ソ フト

セ ミ ナ ー
会 計 の知 餓か な く ても 簡 単 に 操 作 で

き、 胄 邑 ・白 色 申 告に 必麕 な 帳 簿が 簡 単
に作 れ る 財 穆ソ フト の セ ミ ナー で す。
日 程等=14 日⑩ 青 色… 午 後1 時 ～2 時30
分 ⑤ 白 色 … T 詭3 時 ～40530: 分/ 15 日
○ 青 色・・・午 前1(獅寺～11時30 分 ○ 青 色・・・
午後1 時 ～2 時30 分 ○ 白 色・・・午後3 時
～4 時・) 分 場 所= ル ミ ネ北 千 住7 階 ウ
ィズ サ ロン 対 象= 自 営 業 の方 定 員=
各回20 人( 抽 選) 費 用= 無 料 申 込-
ハガ キ ま たは フ ァク ス で 住所 、 氏 名。 電
話番 号、 職業 、 コ ース 名Q@ ～( E) ) を 明
記 期 限=9 月29 日必着

ファッション・ショー
出演モデル募集

区 内 企 業 の 製 品 ・グ ッズ を 身 に つ け 、
フ ァ ッシ ョ ン ・ シ ョ ーに 出 演 し て く だ さ
る方 を 募 集 し ま す 。 対 康=16 ～30鑽 の
健康 な 方 内 容=14 ・15 日の 計3 回 の シ
ョ ー出 演 の ほ か オ ー デ ィシ ョ ン 、 リ ハ ー
サ ル萼 有( 剛 礼有) 申込=g 魯 で 住 所 、
氏 名 、年 齢 、職 業( 掌 年) 。電 話 番 号 、身 長 を
明 紀し 、全 身 写真( サ イ ズ自 由) を 同 封( 写
真 は 返 却し ませ ん) 期 限=9 月22 日必 着

――いずれも――
申 先 一足 立 迦 市 活 包 化セ ン タ ー ・l

匐 千a Ξ 紳 町1- 5 壼s41- ? 3DFAxI s? i } - sa6

圃 先= 中 央 本 寰y庁 舎 ・壅 靈振 興 躙 エ・1
斟卩 芍f 15 謇l奮l一一5191 ま た 眈i ! 立

拡 擂 倥 化 セ ン タ ー

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
9
月
に
更
新
で
す

シ
ル

パ
ー
パ
ス
は
、
都
富
交
通
機

関

魯

バ
ス
・
都

竃
・
都
世
地

下

色

と
郡
内
民

営
バ
ス
に
乗
れ
る
定

朋
麌

争

。
こ
の
獰
の

齊
劭
期
限
は

毎
年
‘
'倚

末
a
で
T
の
で
、
新
し
い

券
と
瑟

贊

龠
え
し
ま
す
。

□

無
料
の
パ
ス
券

9
月
末
日
ま
で
に
民
牛
萎

貝
が
お

届
け
し
豕
す

瓸

域
に
よ
叮
配

布
万

法
が
異
な
り
ま
す
w
。
古
い
券
は
お

返
し
く
・
m

い

対
I
=

区
内
#
咥

の
7
0
鎭
以
卜
で

左
麑
の
基
準
以
下
の

方

岡
先
=
監
嬲
秕
協
議
会

(
a
)
a

□
無
料
の
パ
ス
券

対
I
=
区
内
在
住
の
7
0鎭
叭
ぷ
左
詼

の
罵
準
奮
7
る
万

日
阿
=
1
9

日
か
ら
壬
・
日
・
祝
日
を
除
く
)
、

午
前
1
時
I
午
峻
1
時
″
芬

費
用
=

輿
論
阿
申
込
=
費
用
ど
印
心ん
を

持
&

接
悪
口
へ

申
・
問
先
=

旡
暘
庁
舎
・
高
齢
者
福
祉
係

(―
)
I
I
L

㈹

シルバーパ ス所得制限 基準表

( 平 成6 年 中の 所 得)

j 幻| 本人 の・ 得輿のO 内は、 所得の橦黷 が公勾牟金の4 奢、 収入金談( 公
的牟金 苟控除を卜 う鴫の皿 入・) か、おお むねいく らであるかを承し ます。

2 皿養 皿魯肴の淅降 欄のO 内は、 哂得の碓爾 が綰 与所 得の事龠、 皿入

金額( 給牟 所得嶝辣を町 う前の 皿入S) が、おおむ ねいくらであ るかを示
し ます。

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
へ

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
入
店
者
募
集

『
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
』
と
は
区
が
民

間
-

刄

住

宅
に
因
っ
て
い
る
一
人
暮
ら
じ
の
高

齢

者
の
方
に
お

貸
し
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
住
欒
ほ

、
庄
宅
内
の
段
差

を
召
く
し
、
柔
す
り
を
取
Q
a

‥る

な
忌

筌

に
配
慮
す
る
と
共
に
、
緊

急

時
の
壥
w
シ
ス
テ
ム
や
9

否
確
認

の
た
め
の
目
励
薮
夢

萵

圖

し
て
い

ま

す
。
ま
た
、
入
居
者
の
一

価
相
談

や
緊
急
時
の
対
呎

笋

蒼

又

踉
襤

援
助
員
が
庄
宅
内
に
い
ま
す
。

入

居
貴
i
w

次
の
歹
べ
て
に
該
当
す
x
'

方

満
6
5
鎭
以
上
の

申
身
刄

区
内

に
引
蓖

嚮
1

年
以
卜
戻
徑

し
て
い

る
/

姙
秡

、
譽
鯑
罠

、
入
浴
、
ト
イ

レ

炊
事
等
が
自
分
で
で

き
る
/
現
任
。

民
9
の
賃
貸
庄
宅
に
廖

心
で
い
て

、
立

な

蛋
篆

汞
め
6

れ
て

い
ゑ

芦
住

宅

に
困
っ
て
い
る
/
平
成
6
年
中
の
所
肓

金
額
が
聊

召

羊

円
以
下
で
あ
l

募

集
戸
奴
n
‥
▽
新
築
・・
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
伊

興
a

尸
/
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
艷
浜
a

尸
▽

あ
鴦
乖

蠶
琴
・・
匐
戸

募
一

期
間
卜
9

月
H
B
I
l
a

哲

東
く
わ
し
く
は

『
申
込
の
し
芻
り
』
竃

』覧
く
だ
さ
い
。

申
込

用
眠
は
募
集
期
間
内
に
各
区
民
事

穗
所
・
蚤

懆
祉
事
筋
所
・
北
千
庄
サ

ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
千
住
本
庁
舎
の
I

問

先
=
千
僅
本
庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
係

　
{
l
}
1
1
1
L

㈹

行
政
手
続
の
ル
ー
ル
を
定
め
た

足
立
区
行
政
手
続
条
例
を

平
成
7
年
1
0月
1
日
か
ら
施
行

条
例
の
目
的

y
扼

ま
刄

行

政
手
続
に
つ
い
て

は
、
▽
許
嘔

刄
?

の
謇
春

羅

や

机
擂

粲
慌
が
不
明

確
で
1
9

∇
井

認
可
の
取
涓
じ

、
富
業
停
止
命
令
な

ど
の
手

続
が
不
鱒
・
不
統
一
で

あ

灸
V

行

政
指
専
が
多
く
用
い
ら
れ

て
い
て

、
わ
か
り
に
く
い
翕
こ
の
指

ミ
こ
の
条
例
は

、
区
の
条
例
・
梶
則

に
根
拠
夲
一

ぐ
処
分
や
届
出
、
区
の

機
関
が
吁

再

築

導
孚

纃
に
つ

い
f
丶

共
通
の
ル
ー
ル
を
郤
9

ご

と
に
よ
り
、
行
政
運
営
の
公
正
の
確

保
冫
漢
鬩

性
の
向
卜
邪
図

呎

区
民

の
櫂
利
利

益
苳
葆

躍
す
る

こ
芦
豕
自

的
と
し
て
い
求
7

。

条
例
の
内
容

□
申
請
に
対
す
る
処
分

許
認
可
-

審
森
蔭

霎
真

体
的
に
設
足
し

。
あ

ら
か

じ
め
窓
口
に
傭
え
吋
好
東

司

申
纃
か
ら
嘔
吁
ま
で
に
必
嬰
な
憚

凖
的
な

朗
闡

を
定
め
る
よ

う
に
男

哨

定
め
た
婦
自

憲

口
に
l
a

付

け
享
'

。

申
謫
が
窓
口
に
提
出
鬯
9

冫

荅

は
、
申
誚
奮
又
け
付
け
な
い
と

か
保

昭
冨
9

こ
い
為
あ
い
ま
い
な
処
珊
を

廿
ず
、
遅
牌
な
ぐ
希
麥
蓊

茹

し
ま

す
。
申
挟
奮
泪
享
爻

屬
a

に
は
、

同
時
に
筝
心

理
申
晋
7
¥

チ

　

ま
た
、
申
牘
が
ど
の
ぶ
7

な
処
理

段
階
に
あ
る
か
な
ど
珊
報
の
捉
供
を
k

チ

。

申
纃
粐
第
三
者
に
も
利
簟
至
夕
よ

ぼ
て

弯
な
s

の
で
蕚

夕

掫
ほ

、

あ
霽
に
応
じ
刄

公
雙

冢

鴟
鼕
す
I

夸

ち
i

蕾

戔

□
不
利
益
処
分

ど
の
よ
ら
な

場
e
に
不
利
窟
処
分
と
1
1
1

体
的
に
定
咬

窓
口
に
伊
x
付
け
る

よ

う
に
男
め
奪
歹
。

不
利
茲
吸
4
1

屬

β
に
は
、
同

時
に
そ
の
理

申
蓍

ホ
し
ま
す
。

許
認
可
の
取
消
し
、賢
格
・
地
位
の
は

く
零
硲

″
ゐ
羣
石

誂
分

掌

急

場
台

に
は
。
聴
聞
夲
仔
い
ゆ
チ

。
聴
聞
で
は
、

処
分
奮

冐
y
y
人
や
関
係
者
な
ど
の
意
-

不
利
翦
廼

分
奮

艾

ま

で
の
調
査
結
采

な
8

賢
科
の
閲
覧
が
で
奮

ヂ

。

首

葎

止
命
令
、
屬
設
改
魯
命
令
な

ど
の
処
分
に
つ
い
て

呵

処
分
奮
百

る
人
に
対
し
I

あ
"
が

じ
り
t
の
内

葦

通

知
し
、
弁
明
!

蓖

出

す
る
機

会

保
障
し
ま
す
。

□
行

政
指
導

行
政
指
導
は
、
そ
の
機
関
が
衵
邵

す

る
擧
務
-

細
乖
の

哩
意
の
協
力
を
聊
乖
こ
す
る
こ

冫

辰
r

が
に
し
て
い
拿
罵

行
政
指
導
に
ぼ
り
な
い
'
と

螽

苗

に
、
不
利
菻
な
取
扱
い
婁

り
9

左

は

あ
ひ
ま
餮
へ

申
脾
の

取
下
げ
ね
内
容
の
変
更
か
汞

め

る
行
馼
指
導
に
つ
い
て
は
。
邨
つ
意

思
の

な
い
y
y

蔘
萌

蓆
に
示
せ

ば
、
継

髀
に
で

指
導
套

父
y
y

ほ

あ
り
ま
せ

へ

た
だ
し
、
公
の
利
葺
に
著
し
い
障

害
が
季

糯
百

れ
る
場
e
は
、
継
続
し
て

行
政
指
揖

倉
り
う
冫
忌

笛
2

蚕

。

峨

旨
、
内
胄
。
貴
仕
湊
攴

叨
確
に
す
る

と

″
も

に
、
w
*

が
あ
れ
ぱ
亊
の

内
容

を
暈

覃

ぶ

し
ま
す
。

□
届
出

届
出
睾
の
配
聿
事
項
に
不
臠
が
な
い

冫
i
i

出
壽

拡
I
s
i

頸

が
添
付

さ
れ
て
い
る
冫
£

や

艇
弐
上
の
要
件

が
塵
っ
て
い
れ
嵋

蠧

覃

禰
関
の
事

務
所
に
提
串
l
y
こ

こ
に
よ
っ
て
届
出

が
児
了
し
ま
す
。

国
の
法
令
や
東
京
都
の
条
例
・
規
則
に

基
づ
く
処
分
な
ど
は
各
々
の
法
が
適
用

足
立
区
吁
飮
手
続
条
例
で
啄
、
区

の
条
例
・
規
則
に
雲

ぞ

鷽

哂

区

の
機
関
が
行
2

町
取
指
!

肓

象
と

し
て
い
李
r

。
国
や
都
の
規
定
に
基

づ
ぐ
机
芬

な
こ
S

波
l

汎

豈
'
J

へ
国
の
法
令
に
某
弓

く
処
分
な
ど
に

っ
い
ア
ほ

。
行
政
手
観
法

早

成
6

年
辺

月
L
a

菷
竹
)
が
瀬
用
袞

誓

す
。
ま
た
、
東
京
都
の
条
例
・
規
則

に
果
う

く
処
分
な
ど
に
つ
い
て
は
、
柬

亰
麪

鹹

手
纃
条
例

里

駟
7
那
』角
L

盒

蒂
詰

だ

蕭

ざ
れ
家
罵

な
お
、
行
政
手

締
苣
や
行
政
手
廰

乗

例
だ

″
用
袞

い
な
い
事
務
が
ゐ
g

チ

の
で
、
ご
庄
蓴
<

茫
さ
い
。

足
立
区
行
政
手
練
条
儺
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
千
住
本
疔
書
・
法
規

係
醤
(
3
1
8
1
)玉
十
牢
㈹

燃えない 建物に

建て替えると

助成 金が 受けられ ます

区
で
は
、
i

售
に

強
い
ま
ち
づ
6

」
の
一
環
と
し
て

、
t
鰄

火
災

時
の
安
禽

麌

避
難
路
』
や
{
}
擺

遮
断
帯
」
{
矗

憊

艮

だ

め
、
都
市

驚

栄

燃
售
l

篳

篥
を
行
っ
て
い

ま

す
。
こ

の
亊
一
ほ

、
不
燃
化

凭
進

区

筝
内
で
甲
業
齊
蒿
期
間
中
、
一
定

の
愚
翆
に
あ
っ
た
不
燃
麗
乗
物
'
蒹

て
る

方
に
工

事
費
の
一
部
を
肋

成

し
、
建
物
の
不
燃
化
奮
1
1
9

り

の
で

罵

こ
の
区
域
内
で
勗
l
l

て
よ
う
冫
亟

叉

零

ほ

、
ザ
ひ
こ

の

制
ぼ
鬢

妬

用
ぐ
だ
さ
い
。貰

丶
m

工
亊
釁
于
前
に
、
助
虞
申
纃
が

あ
I
冫
簷

り
豕
『
の
で

ご
靨
蓐
く
だ

さ
い
。

な
匐
、
都
市
I

咳

麥

右
図
の
Q
地
区
荐

っ
て
ぃ

ま
か
、
補
助
5
朞
祿
旭
区
刄
1

年
-

事
釐
屏
了
月
鵞
物
が
完
臈
し
て
い
る
I

ご
徭
專
く
だ
さ
い
。
※
不
燃
悵
凭
進

区
蓼
こ
は
、
想
露
綴
の
道
路
の
岡
側

か
S
影
R

鬩
m
以
内
の
区
域
、お

よ
ぴ
中
央
本
町
と
梅
島
の
一
彫
蔵
で

す

問
先
基
i

杢
ぼ
舍
冫
君
う
く

り
良{―

}
L
L
L
L

㈹

不 燃化 促進 区域 図
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くらしの情報

干住本庁舎 へのお問い合 わせは… …

3882- 1111㈹
千住本庁 舎 以外 へのお問 い合 わせ は

そ れぞ れの電 話番 号へ

福

祉

届
き
ま
し
た
か

心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

該
当
す
る
方
は
申
請
を

鼠
月
下
旬
に
9
月
1
B

か
忿
勗
の
心
身
陣

害
者
医
療
費
受
給
者
証

奮
胥
ま
に尼

。
心
身

障
害
者
医
療
費
助
虞
制

度
は
、
保
険
診
罘
の
自

己
負
担
額
を
助
成
す
る

都
の
制
度
で
す
。
該
当

す
る
方
で

、
申
請
を
し

て
い
な
い
方
ほ
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
(
表

―
・
2
)
。申
・
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
障
害
福

祉
係

表1　( 障) 医療証

表2　( 障) 医療証・所得制限表

※ 所得制 限表は、総所得から(障)医療証交付基準に基づく 控除額を差し 引いた金額です

9
月
2
1日
か
ら

無
料
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す

都
電
・
都
バ
ス
・
都
営
地
下
鉄
の
新

し
い
無
-
(

シ

ル
バ
ー
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
夲
啄
く
)
。

対
象
=
①
身
体
障
害
者
手
帳
(
1
1
6

級
)
の
交
付
を
鷽
け
て
い
る
方
/
②
療

育
箏
帳

瓮
の
モ
瞶
)
の
交
付
を
鷽
け

て
い
る
方
/
③
戦
傷
型
旱
嶬
の
交
付

を
鷽
け
て
い
る
万
で
恩
給
法
の
特
別
項

症
-

症
L
第
1

款
痙
ま
で
に
該
当
す
る
方
/
④
原
子

爆
強
被
爆
者
の
医
療
等
に
関
宮
忿
様

に
よ
り
被
爆
者
健
康
乖
嘸
の
交
付
夲
受

け
て
い
る
方
で
同
法
第
1
条
に
規
定
す

る
厚
隼
大
臣
の
認
可
奮
3

公
雫
芻
冫

ぴ
堕
霽
理
手
当
の
支
靨
寡
吁
て
い

る
万
/
⑤
委
葆
霞
を
鷽
以
に
、い
る
世

帯
の
世
帯
員
の
う
や
人
/
⑥
旧
母

子
・
準
母
孑
宿
祉
年
金
受
給
世
帯
の
世

帯
員
り
つ
ち
l
人
/
⑦
児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
の
世
帯
員
の
う
5
L
人
申

込
=
表
4
忿
口
に
持
参
t
も
の
が

そ
れ
ぞ
れ
具
な
り
汞
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
)

申
・
問
先
=
①
卜
⑤
表
:管
晒

の
福
祉
事
務
胼

簔
3
)

⑥
…
中
央

本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

⑦
…
千
住
本
庁
舎
・
氾
童
眄
嘱
係

表3　 福祉事務所一覧

表4　 無 料 乗車 券

※写真は縦4 ㎝× 横3cm。最近撮影の正面脱帽 で上半身のもの

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

…宙
痼
を
し
た
方
や
区
外
か
ら
転
入

し
た
万
な
ど
で
、
ま
が
児
羣
雪
の
請

求
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
目
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
=
区
内

に
住
所
が
あ
り
、
―
歳
禾
満
の
児
單
を

養
育
じ
て
い
る
方

嶌
所
得
制
限
が
あ

り
ま
ず
。
公
務
員
の
瓦
勦
務
先
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
万
ほ
、
特
例
給
付
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
受
給
対
象
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。

―
い
ず
れ
も
―

手
当
月
額
=
I
歳
未
満
の
泌
裏
が
…
―

人
目
・
2
人
目
の
と
胄
腎
羊
円
/
3

人
目
以
降
の
と
き
は
1
万
円

支
給
=

誚
求
の
あ
っ
た
月
の
芻
刄
分
か
6
支
給

申
込
=
保
霞
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
(
郵
慴
覃
除
く
)
/
年

粲
i
/

健
康
保
険
証
/
印
か
ん

ヨ

ム
印
は
不
可

を
窓
口
に
持
参

申
・

問
先
刄
冱
笨
庁
舎
・
氾
菫
明
吹
係

(
乳

)
医
療
証
が
変
わ
り
ま
す

1
0月
1
烏
隧
忿
瑟
一

証
は
、
オ

レ
ン
ジ
色
の
も
の
吃
汳
肓
埀
す
。E
逕

は一
月
荅

ご
月
)
の
予
定
で
す
。
医

療
眤
は
負
担
耋
囂
が
戻
わ
希

に戸
が

あ
り
豕
す
の
で
、1
0月
1
日
以
降
か
ら

壑
阿
い
く
だ
さ
い
。

な
芻
、
現
在
お
便
い
の
医
療
証

露

緑
色
り
も
の
)
は
有
効
期
間
が一
月
3
0

日
ま
で
で
す
。m
月
M
降
ば
肥
わ
ず
に

破
棄
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

※
狠
隧
一
が

県
出
さ
れ
な
い
と
、
新
し
い
医
東
証
を

お
送
り
で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ
纖
配
囑
を

提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
お
送
り

く
だ
さ
い

乳
幼
児
医
療
証
を
受
け
る
た
め
に
は

申
舗
が
必
要
で
す
。

申
・
問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
児
童
医
療
係
(
2
階
1
番

窓
口
)

お

知

ら
せ

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

の
方
に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
叩
人
学
校
に
児
重
・
沓
拏
通
学

さ
せ
て
い
る
保
護
者
の
方
へ
、
學
賚
の

戡
攣
啀
孥

夊
だ
め
の
補
助
金
(
平

甼

―

胃
4

月
分
)
を
支

給
し
ま
す
。

申
購
=
足
立
区
内
の
外

国
人
学
校
に
在
鑷
す
も
児
童
・
牛
狂
の

保
護
者
は
、
学
校
か
ら
の
指
示
に
従
っ

て
于
蕾

審
し
て
く
だ
さ
い

迢
立
区

外
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
暈

年
徒
の
保
護
者
は
、
千
住
杢
7
舍
・
私

学
振
興
担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
)

※
申
請
に
は
、
在
籍
証
明
一
(
区
所
定

の
も
の
)
、
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳
(

郵
便
昜
奮
曚
く
)
、
印
か
ん
が
必
要
で

す

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
総
務

課
私
擘
振
輿
担
当

競
争
入
札
参
加
(
物
品
)

追
加
登
録
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

平
成
8
年
度
の
区
の
物
品
買
入
等
の

誓
礙
争
入
札
に
参
加
を
霪
罟
れ
る

方
ほ

、
申
請
を
し
て
ぐ
だ
さ
い

。

受

付
銷
間
等
莪
…
寶
拓
日
～
2
0
a、
午
前
9

時
3
0分
～
午
後
4
時

足
午
～
午
後
L

時
夲
吸
く
)

※
申
請
に
必
讐
な
東

京
都
所
定
用
紙
は
、東
京
都
弘
済
会
(
都

庁
第
二
庁
舎
L
階
)
刄
取
売
し
て
い
ま

す

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
契
約

課

不
要
に
な
っ
た
車
い
す
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い

北
部
福
祉
亊
務
所
で
ほ
、
不
要
に

な
っ
た
車
い
す
I
区
民
の
皆
麌
ん
か

ら
寄
贈
し
て
い
た
こ
さ
、
お
年
寄
り

や
障
害
旁
持
っ
た
方
々
に
芦
‥画
し

て
い
家
す
。
現
在
、
貸
し
出
し
の
申

し
込
み
が
多
く
、
台
数
不
足
で
申
し

込
み
に
す
ぐ
に
は
5
じ
ら
れ
な
い
状

況
で
す
。
有
効
に
活
用
し
ま
す
の

で
、
不
要
の
車
い
す

心襌
舉
型
-
が

あ
り
涙
レ
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
ぐ
だ

さ
い
。
こ
ち
瓦
か
ら
取
り
に
う
か
が

い
ま
す
。

問
先
=
北
部
福
祉
事
務

所
(
3
8
8
3
)
6
8
0
0

保
険
料
の
納
め
忘
れ
はあり

ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限
は
毎

月
末
耳

冫
。
亳
す
納
期
限
ま
で
に

納
め
て
ぐ
だ
さ
い
。
特
別
瑟
栗
石

な
く
納
め
な
い
で
い
'
夕
こ
、
税
兪
な

ど
と
同
じ
よ
う
に
財
産
の
差
し
想
凡

机
芬
を
鷽
脊

戸
も
あ
り
乖
す
。

災
害
や
病
気
・
倒
斈
な
ど
の
事
情
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
遅
れ
て
い

る
男
は
、
納
付
方
法
に
つ
い
て
、
い

つ
で
粲

紬
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
灣
納
略
理
第
一
・

二
係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

9
月
2
3
日
(
土
)
の
ご
み
収
集
は

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

区
民
の
皆
麌
加
の
ご
狸
聨
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
咀
作
藥
灣
掃
事
務
所

(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

も う す ぐ

台風の季節 です

『チョ ットお 願い 』

遭
路
に
は
、
雨
豕
を
下
水
道
管
に

取
り
込
む
雨
水
豕
す
が
盻
X

れ
て

い
ホ
す
。
区
で
は
、
雨
水
ま
す
の
珊

掃
を
順
次
計
回
的
に
行
つ
て
い
ホ
す

が
、
台
豕
な
ど
の
豪
雨
が
予
胡
ぎ
れ

る
場
合
で
も
、
事
前
に
区
内
す
べ
て

の
塵
鼻
膺
坪
冨
9
に戸
ほ
で
孝
ま

裝
ヘ

ビ
ニ
ー
ル
や
ご
み
、
落
ち
葉

な
芦
ぶ

索
ま
す
が
ふ
さ
が
れ
る
と
、

雨
が
道
路
に
あ
ふ
れ
る
原
因
に
な
り

求
y

。
自
家
周
辺
の
雨
水
ま
す
が
つ

ま
っ
て
い
る
よ
う
で
レ

た
ら
、
'
に刄

笛
を
取
p

隊
い
て
い
た
だ
ぐ
な
ど
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
豕
す
。

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
計
画
調
整
課

　
(
3
8
8
0
)
5
2
0
1

建
築
士
の
皆
さ
ん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
ま
せ
ん
か

建
築
物
の
応
急
危
険
度
判
定
員

第2 次募集

都
で
は
、平
成
7
年
季
か
ら「
防
災

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
廩
-
を
発
足
し
、

応
急
危
険
度
判
奮
興
の
茸
黥
を
始
め

ま
レ
た
。
一
般
の
建
築
士
の
方
々
か

ら
、
応
急
危
険
度
判
定
員
の
登
録
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま

す
。

対
象
=
都
内
在
住
・
在
勤
の

建
築
十
の
万

捐
筥
竍
苜
、
U
罸
甘
、
1
2月
1
1

日
、
平
成
8
年
1
月
1
6日
、
2
月
2
3

日
9

茴
玩

紐
て
、
地
得
後
の
建

物
の
応
急
危
険
度
判
定
方
法
に
つ
い

て
鴆
碧
会
各
凾
湎
□
ま
夛

講
習
会

終
了
後
「
防
災
ボ
フ
ン
テ
ィ
ア
」
と

し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
豕
す
。
く

わ
し
く
は
、
各
区
役
所
の
担
当
課
窓

口
に
あ
z
靠
馨
槧
内
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い

申
込
受
付
H
り
1

日
か
ら

問
先

都
・
建
癡
揩
導
齠
蕕
蔀
旨
汲
贓

(
5
3
8
8
)
3
3
6
2

胝

東
京
防
災
セ
ン
タ
1

(
3
4
4
8
)
0
8
8
8

千
住
本
庁
舎
・
建
築
指
導
課
調
査
係

　
(
3
8
8
2
)
1
I

ト
㈹

◎ 高齢者福祉の記 事は4 ・5 面 です
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生

活

環

境

「
南
千
住
北
部
地
区
住
宅
街
区
(
E
街
区
)

建
設
事
業
お
よ
び
都
市
計
画
道
路
補
助
線

街
路
第
3
2
1号建
設
事
業
」の
公
聴
会
開
催

と
公
述
人
の
募
集

都
で
は
、
表
題
の
事
業
の
環
境
影
響

評
価
s
案
の
内
容
に
つ
い
て
、
都
民
の

皆
さ
ん
の
環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
意

見
を
聽
く
た
め
、
次
の
通
ひ
公
聴
会
を

開
催
し
公
球
人
を
募
集
し
ま
す
。

□
公
聰
会
十
日
時
=
辺
月
1
1旦
水
)
、

午
後
2
時

場
所
=
サ
ン
パ
ー
ル
荒
川

荒
川
区
荒
川
1
-
1
-
1
)

(
3
8
0
6
)
6
5
3
1

傍
聴
=
傍
聴
人
は
聊
人
程
度
、
当
日
午

後
1
照
卯
万
か
ら
傍
啓
蒙
旡
柵
順
に

配
布

※
公
述
の
申
出
表
が
な
い
場
合

は
、-

□
公
述
人
　
募
集
人
員
=
2
5人
程
度
(

多
数
の
場
倉
諭
邏
)

申
込
=
公

述
甲
出
書
を
匱
接
持
参
枩
ほ
郵
送

申
出
s
の
配
載
内
容
=
公
述
人
の
住

所
、
氏
名
(ふ
り
が
な
)
、
電
話
番
号
、(

法
人
等
団
体
の
場
合
は
、
名
称
、
代

表
者
名
、
事
務
所
所
在
地
、
公
述
人
の

役
職
名
も
あ
わ
せ
て
記
剪
/

対
象
事

業
の
名
称
/
公
述
し
よ
う
と
す
る
意
見

の
要
旨
(
瞋
甼
以
内
)

※
一
人
あ
た

り
の
公
揀
時
間
は
1
5分
以
内

申
出
期

間
=
9
月
1
2
日
～
2
6
日
申
・
問
先
=

都
・
環
境
影
一
評
価
審
査
室
「公
聴

き
相
当
〒
1
6
3
-
0
1
新
宿
区
西
新
宿

(
5
3
8
8
)
3
4
4
0

千
住
本
庁
舎
・
環
視
課

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
1
の
地
域
の
ぶ
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
した

。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
ぐ
だ
さ
い

。

問
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室

・
l
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
6
8
U

表1　 水洗化可能地域

埼
玉
県
川
口
市
「
(
仮
称
)
朝
日
環
境
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
」に
関
す
る
説
明
会

川
口
市
で
は
、
朝
日
四
丁
皀
に
建
設

を
計
画
し
て
い
る
「(
仮
称
)
朝
日
環

境
セ
ン
タ
ー
(

ご
み
焼
却
処
理
施
設

、

鰕
天

ご
み
処
理
施
設

、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
な
ど
)
」
に
つ
い
て

、
関
係
地
域

の
方
に
建
設
計
画
の
概
要
お
よ
び
環
境

影
饗
評
価
に
闃
U
て
の
説
盟

覃

行
い

ま
す

。

日
時
・
場
所
=
9

月
2
6
日
…

入
谷
兩
小
学
校
体
育
犀
/
9

月
2
8
日
…

加
賀
中
学
校
体
育
館
、
い
ず
れ
も
午
後
1

時
3
0分
～
且

慝

芬

問
先
=

川
口

市
朗
日
環
境
セ
ン
タ
ー
建
設
Ξ

0
4
8
(
e
9
7
)
4
2
8
5

千
住
本
庁
舎
・
環
境
課

国

保
・
年

金

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
=
表
2
　
内
容
=
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

※
な
お
、
今
月
の
夜
間
相
談

は
舎
人
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す

問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表2　 ね んき ん 出張 相 談

6
0歳
説
明
会

日
時
=
9
月
1
9日
(
火
)
、
午
前
1
0時

と
午
後
2
時
の

回

八
(受付
は
、
開
始
3
0

分
前
か
ら
)

場
所
乱
筴
本
町
庁

翕
£

酋
プ
レ
(
ブ
会
議
室

対
象
=

昭
和
1
0年
辺
尽
6
T
1
1
月
1
且
{
ま

れ
の
方
(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
=
年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
紿
乎

軈
き
1

談

旻
忖

慝

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用

係

　
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

ご
利
用
く
だ
さ
い

安
心
で
便
利
な
口
座
振
替

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健

康
保
険
料
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座
1

納
め
に
行
ぐ

手
間
が
頁
け
て
安
心
で
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
=
預
金
口

座
の
あ
る
金
融
機
関

颱
便
局
奮
隊

く
)
衷

ぽ
區
現
腰
窓
口
、
各
区

民
事
務
所
に
、
預
金
通
帳
と
通
帳

印
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
■
螽
蔘
し

て

く
だ
さ
い

問
先
=

特
別
区

民

税
・
都
民
税
…
納
税
課

(
3
8
8
0
)
5
1
0
1

国
民
健
康
保
険
料
…
国
民
健
康
保
険

課

(
3
8
8
0
)
5
1
3
3

国
民
年
金
保
険
料
…
国
民
年
令
膜

　
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

※
い
ず
れ

も
中
央
掌
町
庁
舎
で

す

掲
示
板

□
は
り
・
き
ゅ
う
無
料
奉
仕
施
療

日
時
=
9
月
1
5日
(
祝
)
、
午
前
9
時

～
午
後一
時

場
所
=
老
人
会
館

対
象
=
区
内
在
住
で
6
0歳
以
上
の
万

定
員
=
聊
人
(
先
量
凹

問
先
=

足
立
区
鍼
灸
U

ん
き
ゅ
う
)
師
会
・

天
野

　
(
3
8
8
1
)
8
2
5
1

□

大
気
汚
染
防
止
推
進
月
間
(
1
2

月
)
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集

対
象
=
ど
な
た
で
も
5
募
で
奮
蚕

内
容
=
(
ガ
キ
1
龕
に
つ
き
1
案
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
(
学
校

名
・
学
年
)
、
電
話
番
号
を
明
記

柬
一
人
何
案
で
も
5
募
可

発
表
=

珀一月
中
旬

賞
金
等
=
環
境
庁
長
官

賞
等
あ
ひ

期
限
l
l

砧
百

※

応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限

る
。
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

に
帰
属

申
先
悲
鷽
纒
の
葱
星
保

全
機
概
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
B
佩

〒
1
0
5港区
西
新
橋
1
-
1
7
-
4
西
新
橋
Y
K

ピ
ル

問
先
=
公
書
健
康
被
害
補

僕
予
防
S
僉
蔘
蛇
事
業
部

(
3
5
8
6
)
6
0
4
1

㈹

□
東
京
消
防
庁
災
害
時
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集

応
募
資
格
=
都
内
在
住
の
1
8歳
以
上
6
5

歳
未
満
の
方
で
、
救
命
講
習
を
修
了
し

て
い
る
方
-

講

で
き
る
方

活
助
内
容
=
応
急
救
護
、

災
害
時
の
情
報
提
供
、
消
防
が
吁
冫
壥

勳
の
支
援
等

申
込
=
最
寄
り
の
消
防

暑
ま
た
は
消
防
出
張
所
へ
登
録
甲
込
s

夲
痔
参

※
登
録
証
交
付
の
た
め
に

写
真
(
上
半
身
、
無
苜
汞
も
の
で
2
.
4
x
3
.
0
)
l

戮
l

要

く
わ
し
く
は

各
消
防
署
響
防
課
防
災
指
導
衵
当
へ

問
先
=
千
住
消
防
署

(
3
8
8
2
)
0
1
1
9

足
立
消
防
署

(
3
6
5
2
)
0
1
1
9

西
新
井
消
防
署

(
3
8
5
3
)
0
1
1
9

□
9

月
は
障
害
者
雇
用
促
進
月
間

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立
で
は
次
の
月
間

事
業
を
展
開
し
ま
す

▽
障
害
禰
就
職
相
談
会
日
時
=
9

月
‥
甘
(
木
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
4

時
場
所
=
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
▽
出

張
職
業
相
談
日
時
等
=
9
月
2
1
日

;
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
/

2
5
日
…
西
部
障
害
偈
砒
総
合
セ
ン
タ

1
/
2
7
日
…
荒
川
心
身
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

1
時
3
0
分
～
4
時
▽
障
害
者
就
労

パ
ネ
ル
晨
日
程
等
=
9
月
1
日
～

8
日
…
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
/
1
1
日

～
1
8
日
…
中
央
本
町
庁
舎
問
先
=

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
足
立

(
3
8
7
0
)
8
6
0
9

□

保
留
地
を
処
分
し
ま
す

入
札
日
時
=
1
0
月
狛
日
丞
、午
前

1
0
時
～
午
後
1
時
区
画
=
9
区
回
　

5
1
～
2
0
1
㎡
)
最
低
価
額
乱
鹵

万
3
千
円
F
7
千
1
7
7
…
万
千
2
8
0
円
現

地
案
内
=
珀
月
9
・
1
0
・
1
1
日
、午

前
1
0
時
～
午
後
1

時

入
札
場
所
・

問
先
=

江
北
北
部
土
地
区
画
藍
理
組

合

皿

沼
2
-
2
5
1
1
)

　
(
3
8
9
7
)
2
2
3
1

□
第
2
2
回
区
民
健
康
祭
り

日
時
=
9
月
3
0
日
(
土
)
、午
後
1
時

～
く
時
場
所
些
旨
井
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
(
サ
テ
ィ
ー
4
階
)
内
容

=
健
康
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
・
検

診
な
ど
跫
立
区
医
療
&
団
体
主

催
)

問
先
=

足
立
区
医
師
会

(
3
8
8
1
)
9
8
6
1

□

無
料
法
律
相
談
(
新
弁
護
士
会
館

落
成
記
念
)

日
時
=
9
月
2
3
日
(
祝
)
、
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
場
所
=
散
育
研
究
所

柬
予
約
制
で
す
。
刄
龜
話
で
お
申

し
叺
み
を
予
約
受
付
l
&
励
・

2
1日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
5

時

▽
弔
約
s

話

(
Q
5
9
3
)
9
7
0
0

問
先
=

新
弁
護
夫

薫

総
合
受
付
(

昔
R
Q
1

心
1
6
1
1

外 国 人 の 方 ヘ

英語で行う「両親学 級」のお知らせ

PARENTI NG CLASS i n ENGLI SH
PARTI CI PANTS:

Anyone  l i vi ng i n J apan who i s pr egnant , pl anni ng on becomi ng pr egnant , or br east f eedi ng smal l  chi l dr en.

DATE  & CONTENTS'  :

1st Sept ember ,  28 10: 00- 12: 00 am Bi r t h  and Medi cal Ser vi ces i n J apan
2nd  Oct ober , 5, 10: 00- 12: 00  am Pr egnancy
3r d Oct ober , 12, 10: 00- 12: 00  am Babycar e  and Br east f eedi ng

PLACE:  METROPOLI TAN  OHTSUKA  HOSPI TAL( Tor i t su  Oht suka Byoui n)
St h Fl oor , t he Conf er ence Room( Dai  Koudou)
2- 8- 1, Mi nami - Oht suka, Toshi ma- ku, Tokyo  170

I nqui r e of  pl ace,  Met r opol i t an  MCH  Ser vi ces Cent er
2- 8- 1, Mi nami - Oht suka,  Toshi ma- ku,  Tokyo  170
Phone: 03- 3941- 3211  ext . 2284
FAXK) 3- 3941- 5878

◎ とき めき　 ゆとり　 水辺の まち　 足立
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第
4
5回
足
立
区
文
化
祭
(
展
示
部
門
)

いずれも、時間は午前10時～午後6 時
※ 各展示とも最終日は午後5 時まで

文 化 ・芸 術 のさ まざ まな 分 野で 活 躍し てい る方
の 日ご ろ の 成 果を 展 示し ます。 ぜ ひご 鑑 賞 くだ さ
い 。 日 時・場所= 上 表 費 用= 無 料 問 先= 千 住
本庁 舎・文化 振 興 係 　3882- 1111( 代)

秋
の
施
設
見
学
会

バ
ス
で
区
内
の
施
設
め
ぐ
り無

料

日
時
=
1
0
月
1
3
・
1
4
・
2
0
・
2
1
・
2
7
日
、

午
前
1
時
3
0
分
～
午
後
4
時
(
予
定
)

見
学
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
生
物
園
・

中
川
下
水
処
理
堝
な
ど
の
区
内
施
設

対
象
=
1
8
歳
以
上
の
区
民
※
1
0
月
1
4

日
は
親
子
対
象
で
す
。亳
す
小
学
ま
と

保
護
者
で
甲
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ
い
費

用
=
無
料
(
昼
食
の
準
僻
を
お
願
い
し

嫐
す
)
定
員
=
各
ぽ
3
0
人
(
抽
選
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
参
加
者
全
員

(
(
ガ
キ
ー
通
で
x
人
ま
で
)
の
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、
希
望
甘
(
第

2
希
望
ま
で
)
を
明
記

期
限
=
9
月
1
8

日
必
着

申
・
問
先
H
千
住
本
庁

舎
・
広
報
課

〒
1
2
0
千
住
1
-
4
-
1
8

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

「 チ ョ ウ の 温 室 」 の ある 生 物園

敬

老

の
日

6
5歳
以
上
の
方
に

区
内
の
銭
湯
を
無
料
開
放

期
日
=
9
月
1
5
日
(
金
)
場
所
=
区

内
の
各
銭
湯

対
象
=
6
5歳
以
上
の
方

申
込
=
当
日
、
番
台
で
年
齢
を
告
げ
て

く
だ
さ
い
(
証
明
書
は
不
要
)

※
1
0

月
1
日
(
区
民
の
日
)
に
は
、
区
民
全

員
が
対
象
の
無
料
開
放
奮
フ
定
し
て
い

求
す

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
健
康
管

理
課

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
L

㈹

情 報 コ ー ナ ー

女性総 合センター の催し
□ 第12 期 あ だ ち 女 性 大 学 公 開 講 座

「 福 島 瑞 穂 が 語 る　 ス ウ ィ ー ト10 ・

ダ イ ヤ モ ン ド の 光 と 影　 ～ ご 褒 美

と 束 縛 は 紙 一 重? ～ 」

「男 は 仕 事 で 、扶 養 者 、女 は 家 事 ・

育 児 の 担 い 手 て 被 扶 養 名 」 と い う

構 図 の 光 と 影 を 洗 い 出 し ま す 。「 扶

養 者 十 被 扶 養 者 で ワ ン セ ット 」 の

発 想 で 規 定 さ れ て い る 税 金 や 年
金 、 ま た 民 法 等 の 問 題 点 を 探 つ て

み ま し ょ う 。 日 時=10 月9 日( 月) 、

午 後6 時45 分 ～8 時45 分 講 師=

福 島 瑞 穂 氏( 弁 護 士) 対 象= 区

内 在 住 ・ 在 勤 ・ 在 学 の 方 定 員=30

人( 先 着 順) 申 込= ハ ガ キ に

住 所 、 氏 名 、 年 齢 、電 話 番 号 、「 公

開 講 座 希 望 」 と 明 記 期 限=9 月25
日 必着 ※ 2 歳 か ら 学 齢 前 の お

子 さ ん の 保 育 を 希 望 す る 方 は 、 お

知 ら せ く だ さ い( 先 着7 人 ま で
可) 。 手 話 通 訳 あ り

□ 女 と 男 の フ リ ー ス ペ ー ス

日 時 等= 下 表 対 象= 区 内 在

住 ・け 勤 ・ 在 学 の 方 申 込= 電 話

□ 「あ だち 女 性 起業 家 支援 塾」
開 設 記 念 講 演会

近 年、 手 作り 洋 市子 、 お弁 当 屋
な ど 、女 性 に よる 小 さな 会 社づ く
り が 増え て き てい ま す。 こ の秋 、
「あだ ち 女 性 起業・ 々掃 菷| を 開
設し 、 起業 の 基本 を学 び ま す。 今
回 の 講 演会 は 「市 裨 檠1 の オリ エ
ン テ ー ショ ン を兼 ね て実 施 す るも
ので す。 起 業 や会 社 づく り に 陽Gヽ
の あ る 方は 、ぜ ひご 参 加 くだ さ い。
日 時=10 月2 日( 月) 、午 後6 時30
分 ～8 時30 分 講師= あだ ち ゆき
こ 氏( WWB ジ ャパン 事 務局 長)

対 象= 起業 に 蹲G、の あ るが 忤区 民
定*=60 人( 抽 選) 申込= 往 復
ハガ キに 住 所 、氏 名 、年 齢、 電 話

番 号、「支 援 塾 講演 会 希 望 」 と 明
記 期限=9 月25日 必着 共催=
㈱ 足 立 都 市活 性化 セ ンタ ー

――いずれも――
費 用= 無 料 場 ・申 ・ 問先= 女 性

総 合 セ ン タ ー 〒123 梅 田7- 33- l 03880- 5222

青年センターの催し
□ 「 グ ル メ& エ コ ロ ジ ー 〝THE

さ か な ″ 」

新 鮮 な 魚 を 使 い 、 さ ぱ き 方 を 学

び な が ら 環 境 に つ い て 考 え ま す 。
日 時 ・ 内 容= 右 表 講 師= 魚 市 場

の 競 り 人 ・ 繁 田 秀 幸 氏 、 フ リ ー ラ

イ タ ー ・ 西 沢 江 コこ了 氏 ほ か 対 象=

胃 年 男 女 定 員=30 人( 先 耆り 匱)
費 用= 材 料 費 実 貧( 4 回 分)

□ 「自 然 の 学 校 ～ 人 間 の 時 間 ・ 木

炭 の 時 間 」

炭焼き体験を通して、人が自然

とのかかわりの中で見いだしてき

た時間( ゆとり) について考えま

す。注目の炭パワーの秘密も探り
ます。日時・内容・場所=9月

21日( 木) ・午後7時～9時く事前

学習会、青年センター) 、9月30

日～10月1日( 炭焼き体験、日の

出 太 陽 の 冢) 講 師= 「 炭 幸 舎 」

い ず れも 、 金 曜日 、時 間 は 午 後6 時30 分 がら9
時

代 表・ 中島 浩司 氏 対 象= 高 校生
以上 の 方 定員=20 人( 先着 順)
参 加費= 無料( 保 険料 、 材料 費 、
交 通費 は 、自 己 負 担)
――いずれも――
申 込= 電 話 場 ・申 ・ 問 先= 青 年
セン タ ー 　3890- 0061

' 95足立区消費者展開催

『みんなの力で　明日への〝希 望 ″』
日 時=9 月29 日( 金) ・ 午 前1( l 晦 ～

午 後4 時 、9 月30 日( 土) ・ 午 前10

時 ～ 午 後2 時 場 所= エ ル ・ ソ フ

ィ ア 内 容= 大 バ ザ ー 、 消 費 者 寄

席 、 各 展 示 ・ 実 習 コ ー ナ ー( 消 費

者 団 体 発 表 、 ク ル ー ゾ 調 査 研 究 発

表 、 手 作 り ・ ア イ デ ア 、 公 共 企 業PR
、 区 災 害 対 策 課) 、各 種 即 売 コ

ー ナ ー 等 ※ 会 場 の 一 部( 体 育

館) が 土 足 禁 止 の た め 、 ス リ ッ パ

等 の 上麗 き を ご 持 参 く だ さ い

□ 大 バ ザ ー に 生 活 用 品 の 提 供 を

ご 家 庭 の 不 要 品 で 再 活 用 で き る

日 常 生 活 用 品 の 提 供 を お 願 い し ま

す( 食 料 品 、 医 薬 品 、 化 粧 品 、 勣 ・

植 物 、 消 耗 の 激 し い 物 は ご 遠 慮 く

だ さ い) 。 な お 収 益 金 は 、 区 社 会
擂犲1卜協議 会 など に 寄付 し ます 。
受 付日 時=9 月19 ・20日 、 午前10
時 ～ 午後3 時 場 所= エ ル ・ソ フ
ィ ア
――いずれも――
問 先= 消 費者 セ ンタ ー

3880- 5385

東部障害福祉総合センター
はがき絵教室

区 内 在 住 の、 障 害を お 持ち の方
を 対象 に 、 はが き 絵 教室 を 閧催 し
ま す。 日 時=10 月3 日 ～2 月20
日 の毎 月 第1 ・3 ・5 火曜 日( 全
10回) 、午 後0 時30

分 ～2 時30 分
定 員=20 人 費
用= 無 料 申 込=

直接 窓 口 ま た
は 電 話 期 限=9

月20 日 ※ 移
動 閑 難な 方 は 、
拠 点 閧 の送 迎 バ
ス が 利用 で き ま
す 場 ・申 ・ 問
先= 東 部障 害 福祉 総 合 セン タ ー

5682- 5370

東京足立少年少女合唱団

ホ ー ム・ コ ンサ ー ト

・ イ ン・ オ ー タ ム

秋の 訪 れを 、さ わや か な 歌声 に
感じ て く ださ い 。 日 時=9 月30
日( 土) 、午後6 時30 分開 演( 予 定)
場 所= 竹 の 塚セ ン ター 費用= 無
料 ※ 満 員 の際 は 入場 を お断 り す
る こ とが あり ます 曲 目= エ ー デ
ル ワ イス 、 美し い チロ ル 、 小さ い

秋 見 つ け た ほ か 問 先= 事 務
局 ・ 薬師 神

3852- 3232( 夜間)
千 住 本庁 舎 ・ 文化 振興 係

3882- 1111( 代)

最近

ちゃ
ん

と

遊
んで

ます

か?

あ だ ち ま つ り

A- Fest a' 95
開 催 日 迫る!

10月14日( 土) ・15日( 日) 荒 川河 川敷 虹 の 広 場　 北 千 住 駅 西口 等

楽 し い イ ベ ント が あ な た を 待 っ て い ま す

□ 記 念 グッ ズ好 評 販売 中
ま つ り のPR と 運 営 資 金活 動を

兼 ねて 、Mr . チ ャッブ ン を デ ザ イ
ン し たT シ ャツを 、 中 央 本 町 庁 舎2

階 ・ 地域 振 興 課お よ び千 住 本庁
舎1 階 ・ 情報 公開 課に て 、販 売し

てい ま す。サ イ ズは 子 供用( 120) 、M
、L 、LL の4 種 類。価 格は い ず

れ も1, 200円 で す。 申 ・問 先=
足 立 区 区 民 ま つ り 委 員 会 事 務 局
( 中 央 本町 庁 舎 ・地 域振 興 課 育成

係) 　3880- 5173

◎「 あ だ ち 広 報 」は 再 生 紙 を 使 用 し て い ま す T. Hi . Y. 240, 000


